
日本企業側の成果

 産学連携で、アミノ酸コンクリートの
共同開発研究事業を実施

 福島県に東北工場を建設して稼働

 平成29年8月期を上場決算基準期と
して平成30年にIPOを計画

 3年後の売上として、既存事業5億円、
東北工場3億円、海外事業2億円を
予定

 廃棄物量の減量
 洪水被害の減少
 土石流の発生の抑制
 ヒートアイランド現象の抑制

 増加する廃棄物の削減

 発生する多くの自然災害への
対応能力の向上

インドネシア国の開発ニーズ

社会基盤整備に貢献する環境配慮型コンクリート

八光工業株式会社（鹿児島県）

インドネシア国側に見込まれる成果

普及・実証事業の内容

 火山灰等を使ったコンクリート
製品の製造

 現地での優位性の実証
 SLSブロックの優位性理解促進

と普及に向けた啓発活動

中小企業の技術・製品

製品・技術名

－コンクリートの固化技術
－SLS(Super Light Stone)ブ
ロック

特長

・多様な廃棄物を原料として
固化できる（火山灰、汚泥等）
→環境配慮型コンクリート
・透水性がよい

・安全性、強度等の品質面や
価格面において優れる
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